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緒言 

 

住血吸虫症をはじめとする寄生虫疾患は途上国において、未だ大きな公衆衛

生上の問題である。しかしながら、本症の地域特異的な感染リスクは十分に

解明されていない。本研究ではマンソン住血吸虫感染と感染強度（糞便内虫

卵数)に影響を及ぼすリスク要因の解明を目的に疫学研究を実施した。 

 

対象と方法 

 

2011年9-11月、西ケニアビタ県の小学校39校（4年生；全1,747名）から無作

為に抽出した８校の小学4年生310人を対象に寄生虫感染に関する調査を実

施した。小学校毎に学童の身体測定を行い、住血吸虫、蛔虫、鉤虫、鞭虫な

どの蠕虫感染ならびにマラリア原虫感染を調べた。さらに対象学童の家庭を

訪問し、１）全地球測位システム（GPS：Global Positioning System）を用

いた各学童の居住位置情報、２）質問表を用いたリスク要因の収集を行った。次

いで、寄生虫感染の有無ならびに感染強度とリスク要因の相関を単回帰分析

により検定した。リスク要因としては、年齢、性別、両親の教育レベル、社

会経済指標（家屋構造、部屋数、家屋内の密集度、土地所有、電気・トイレ

の有無）、飲料水源、湖との接触頻度、湖からの家屋までの距離と人口密度

を用いた。 

 

 

 

 



 

結果と考察 

 

マンソン住血吸虫の感染率とその感染強度はヴィクトリア湖に面する近接地域の中でも

居住地域によって有意に異なることが明らかとなった。また、マンソン住血吸虫の感染強

度は人口密度と正の相関を示し、空間解析により、人口密集地域である市街地においてマ

ンソン住血吸虫感染の集積が認められた。したがって本地域では、人口密度がマンソン住

血吸虫の感染強度に影響を及ぼすリスク要因のひとつであると考えられた。同地域では、

1980 年代に埋立て道路が建設され、それに伴う人の移動と人口の増加、水辺環境の改変

が引き起こされている。このような人為的介入が、中間宿主となる貝の生態や分布ならび

に人の移動に影響を及ぼし、ひいてはマンソン住血吸虫の感染リスクの増大に繋がったも

のと考えられた。 

 

結論 

 

本研究により、ヴィクトリア湖沿岸部の中でも地域によってマンソン住血吸虫感染と感染

強度のリスクが異なることが明らかとなり、従来の広域集団駆虫に加え、人口密度の高い

市街地での頻回駆虫がより効果的な対策となり得ることが示唆された。 

 


